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研究成果の概要 

生態調査における鳴き声音声データの分析は、“鳴き声区間の自動検出”、“鳴き声から種を

判別する聞き取り”、“鳴き声を通じた状況把握や個体間コミュニケーションの理解”など、依然と

して専門家の技能に強く依存している。本研究では、限られた専門家人材ではなく、一般市民が

参加する形での協働的な聞き取り（アノテーション）支援手法を検討してきた。特に、技能や言

語、生活環境が異なる一般市民に対してネットワーク越しに訓練・協働可能なマルチモーダル・

ヒューマンコンピューティングインターフェース（HI）の設計と、これに基づく教師データの収集・機

械学習の強化を目指している。 

2024年度は分析枠組みを拡張し、「画像と行動の対応づけ」に着目した応用研究を展開し

た。インターネット上の猫画像を用いて攻撃的行動を深層学習で分類し、非専門家にも理解しや

すいモデルを構築した。この知見は、音声聞き取りと共通する「観察精度向上」「スキル差考慮

による信頼性推定」にも応用可能である。さらに、今後のマルチスケールな教師データ収集モデ

ルへの展開も期待される。 

本成果は、国際会議 ACI '24: Proceedings of the International Conference on Animal-

Computer Interaction にて査読付き論文として採択された。 
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